
 ただいまご紹介いただきました、株式会社アルトナーの関口でございます。どう
ぞよろしくお願いいたします。

 それではただいまより、2022年1月期 第2四半期オンライン説明会を開催させて
いただきます。

 よろしくお願いいたします。
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 それではまず、アルトナーのことをより知っていただくために、会社概要より、
ご説明申し上げます。
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 アルトナーの経営理念は、「エンジニアサポートカンパニー」ということで、
エンジニアファースト、様々な場面でエンジニア中心の制度設計を実現してお
ります。
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 当社は1953年 兵庫県尼崎市で創業しております。
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 1962年に技術者派遣事業会社として、株式会社大阪技術センターを設立。

 その後、1998年 株式会社アルトナーに社名変更。

 2007年 ジャスダック証券取引所に上場。

 2017年 会社設立55周年、並びに、東京証券取引所市場第二部へ市場変更。

 そして、2018年 東京証券取引所市場第一部銘柄に指定されております。
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 当社の事業拠点でございます。

 当社は横浜／宇都宮／大阪／名古屋。この4拠点で北海道から沖縄まで、カバーし
ております。

 更に、研修拠点といたしましては、東日本／西日本、2か所の研修拠点で研修を進
めております。
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 西日本LCは、2019年１月15日に移転オープン。

 東日本LCは、2020年3月2日より研修を スタートしております。
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 当社のビジネスモデルです。

 当社のビジネスモデルは、正社員としてエンジニアを雇用し、社内で教育訓
練を行い、そして、取引先企業に派遣、もしくは、請負・受託の契約で業務
を進めております。

 正社員の皆さんは主に、新卒採用、並びに一般採用で当社に入社してまいり
ます。

 現在の新卒採用、一般採用の採用比率は、新卒採用8に対して、一般採用が2
という構成比になっております。
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 先ほどご紹介いたしましたアルトナーの雇用形態は、「無期雇用派遣」のエンジ
ニアはすべて「正社員」としてアルトナーが雇用しております。

 安心して働けるよう、すべてのエンジニアの方を正社員として雇用させていただ
いております。
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 次に、基本的な教育・研修のフローでございます。

 入社後、「一般研修」「社外実務研修」を経て、技術的な「基礎研修」、そして
お客様への配属の前提とした「カスタマイズ研修」、その後、お客様のプロジェ
クトに配属となります。
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 当社の主な技術領域は、機械領域、電気・電子領域、ソフトウェアの制御ソフト
領域、同じくソフトウェアの情報処理領域、この4つとなります。
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 主な顧客企業でございます。
 安定的な経営基盤を構築するために、業種への偏りがないよう、様々な業種への
配属を展開しております。

13



 設計開発に関わる製品・システムの事例でございます。
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 更にはメーカーの業務工程に対する当社の各グループ、組織でございます。

 研究開発領域をカバーするハイバリューグループ、製品開発領域をカバーするワ
イドバリューグループ、そして、生産関連領域をカバーするプロダクトバリュー
グループで編成されています。
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 次にご紹介いたしますのはエンジニアの選択できる社内制度として、大きくこの
4つの制度設計をしております。

 こちらは採用支援の観点で、社内制度を設計させていただいております。

 上から、成果報酬型の給与体系、エリア限定制度、社内公募制度、転職支援制度
でございます。
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 エンジニアのキャリアパスです。

 入社し、教育・研修後、配属となります。

 その後エンジニアとして定年を迎えられ、継続雇用制度を利用して生涯エンジニ
アとして活躍される方、また、途中で管理職に登用され、エンジニアを陰ながら
サポートしていく方、あるいは研修担当として、自身の経験を生かされる方、ま
た、当社の転職支援制度を活用し、主に取引先に転職をされる方。

 エンジニアのキャリアパスでございます。
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 以上が主な会社の概要でございました。

 引き続きまして、第60期 2022年1月期 第2四半期の決算概要を報告いたします。
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 まず、第2四半期 決算概要の総括といたしまして、市場環境につきましては、コ
ロナ禍の影響により、依然として厳しい状況にあります。

 その中で特に自動車業界、並びに、半導体業界が活況でございます。

 次に、技術者派遣事業の状況です。

 まず、稼働人員が前年同期を上回りました。

 更に、技術者単価、並びに労働工数も前年同期を上回っております。

 費用の状況につきましては、引き続き採用活動・営業活動において、スタッフの
テレワークを推進したことにより、旅費交通費、会議費等が減少しております。
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 それらを踏まえまして、第2四半期の業績ハイライトでございます。

 売上高は、8.9％増益。

 営業利益19.2％、経常利益20.8％、四半期純利益26.3％のいずれも増益でござい
ます。

 営業利益率は14.2％で着地いたしました。
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 次に、事業別の売上高でございます。

 技術者派遣事業は、93.0％の構成比。

 請負・受託事業は、7.0％の構成比となっております。

 それぞれの事業につきましては、技術者派遣事業で8.1％増収。

 請負・受託事業で24.9％増収となりました。
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 次に、お客様の業種別売上高でございます。

 電気機器で、4.6％増。

 輸送用機器で、13.6％増。

 情報・通信で、5.4％増となりました。
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 次に、分野別の売上高の状況です。

 電気・電子で、10.9％増。

 制御ソフトで、9.1％増。

 情報処理で、15.1％増となりました。
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 次に、地域別の売上高でございます。

 関東エリアで、12.0％増。

 東海エリアで、2.3％減。

 近畿エリアで、2.1％増となりました。
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 こちらに示しますのは、技術者派遣事業の売上高、並びに、費用、利益率向上の
考え方でございます。

 売上高は技術者数に対して、稼働率を掛けます。

 それに対して、1人当たりの１時間当たりの技術者単価。それと、働いた時間、労
働工数を掛けて、売上高が構成されます。

 売上原価は、顧客企業に配属中の技術者の労務費等でございます。

 販売管理費は社内にて教育研修中、あるいは待機中の技術者の労務費、並びにス
タッフ職の労務費、求人広告費等の活動費となります。

 これを前提としまして、利益率向上のポイントは2つあります。

 1つが売上総利益率の向上です。

 1人当たりの技術者単価の上昇が必要となってまいります。

 次に営業利益率の向上につきましては、技術者の増員に伴う間接部門の増員を管
理効率の向上により抑え、販売管理費の上昇を抑えます。

 また、技術者の稼働率を高めることによって、販売管理費の抑制にもつながって
まいります。
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 次に、第2四半期 期末技術者数、並びに、稼動率です。

 技術者数は、第2四半期平均で、1,077人となりました。

 稼働率も、平均で、95.6％となりました。
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 技術者単価は、第2四半期平均で、4,217円。

 労働工数は、170時間となりました。
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 引き続きまして、中期経営計画 2021年1月期から2023年1月期の3カ年でござい
ます。
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 まず、3カ年の事業環境の予測としましては、エンジニアの不足感は引き続き慢性
的に継続するだろう。

 コロナ禍の収束時期につきましては、2022年度後半に収束に向かうであろう。

 中心となるテーマ・業界につきましては、「脱炭素」関連、あるいは、自動車関
連、半導体業界についてニーズが高まるであろう。という予測を前提に中期経営
計画を策定させていただいております。
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 本中期経営計画の基本方針は、『持続的成長および次世代成長のための基盤を構
築する』です。

 基本施策としましては2つ。

 1.セグメント戦略の推進。2.多種多様な人材活用の推進でございます。
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 まず、セグメント別マーケットへの対応といたしまして、顧客企業のニーズ、モ
ノづくりの工程での多様化する業務領域に対応するため、3つにセグメント化した
戦略を推進し、より精度の高いマッチングを実現してまいります。

32



 経営数値目標です。

 2023年1月期、最終年度の業績目標としまして、売上高で100億円、営業利益率
で12.5％を目指してまいります。
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 次に、技術者数につきましては、最終年度1,300人の着地を目指してまいります。

 更には、派遣事業と請負事業の人員構成比を9：1でバランスしてまいります。
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 経営数値目標といたしましては、ROE20％以上、配当性向30％以上を実現してま
いります。
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 最後に、第60期 2022年1月期 業績予想、並びに、配当予想でございます。
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 まず、第2四半期当初予想と実績の比較です。

 売上高につきましては、稼働人員、技術者単価、労働工数が順調に推移いたし
ました。

 利益面につきましては、売上高の増収に加えて、スタッフのテレワーク推進等
による販売管理費の削減効果が出ました。

 更に、業績予想(通期)でございます。

 第2四半期の業績が当初予想より順調に推移いたしました。

 2020年入社の新卒・キャリア技術者の未配属の配属、並びに、2021年入社の
新卒技術者の早期配属が順調に推移する見通しを踏まえ、通期の業績予想を修
正し、減益予想から増益に転換させていただきました。

 今回の修正の予想でございます。

 前回予想に対しまして、売上高で、4.2％増。

 営業利益で、15.0％増。

 経常利益で、17.1％増。

 当期純利益で、20.3％増の修正でございます。
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 次に、第2四半期 業績予想の進捗でございます。

 9/8修正の業績予想(通期)に対して、第2四半期実績の進捗率は、売上高で49.8％、
営業利益で60.9％、経常利益で60.9％、当期純利益で62.0％でございます。
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 次に、配当予想でございます。

 中間配当につきましては、1株当たり14.0円。当初予想11.5円より2.5円の増配。

 期末配当につきましては、1株当たり14.0円。当初予想11.5円より2.5円の増配を
予定。

 年間配当金につきましては、1株当たり28.0円。当初予想23.0円より5.0円の増配
を予定しております。
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 参考です。

 １株当たりの年間配当金の推移でございます。
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 41ページ以降は参考資料を添付しております。
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 当社の新型コロナウイルス感染症の対策。
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 技術者の採用人数、並びに、離職率の状況。
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 売上高 上位10社の状況。
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 売上高営業利益率／ROA／１株当たり当期純利益・純資産の推移状況。
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 純資産／自己資本比率の推移状況。
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 技術者のグループ別構成比／売上総利益率の状況。
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 四半期の業績推移の状況。
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 同じく、四半期の業績推移の数値状況。
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 期末株主数の推移。
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 株主構成（2021年7月31日現在）の状況。
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 顧客企業の研究開発費の状況。
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 最後に、アルトナーの会社概要でございます。

 証券コード、2163でございます。
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 以上、2022年1月期 第2四半期の決算概要でございます。

 ご清聴ありがとうございました。
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